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被
災
者
支
援
に
赴
い
て
②
 （
２
面
）

大
島
堅
一
氏
が
原
発
コ
ス
ト
論
 （
３
面
）

開
業
の
実
践
的
ア
ド
バ
イ
ス
 （
４
面
）

舞
鶴
医
師
会
と
懇
談
 

（
５
面
）

主な内容

に
す
る
。ま
た「
責
任
を
と
っ
て

職
を
辞
す
る
」と
い
う
言
葉
も
同

様
に
よ
く
聞
か
れ
る
。そ
の
度
に

何
か
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
違
和
感

を
感
じ
て
い
た
。説
明
し
た
り
、

職
を
辞
す
れ
ば
責
任
は
果
た
せ

る
の
か
？
 責
任
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
か
、い
つ
も
心
の
中
で
ど

こ
か
引
っ
か
か
っ
て
い
た
▼「
責

任
」と
い
う
言
葉
は
英
語
で
は

「R
esponsibility

 
             」で
あ
る
。

責
任
以
外
に
も
義
務
と
い
う
意

味
も
あ
る
。「R

esponse

 
       」は
、 

応
答
・
返
答
・
答
え
・
反
応
と
い

う
意
味
で
あ
る
▼
痛
み
を
感
じ

て
い
る
人
が
い
る
限
り
、そ
の

痛
み
が
消
え
る
ま
で
は

「R
esponse

 
       」反
応
し
て
答
え

て
い
く
こ
と
が
責
任
で
あ
り
、そ

う
す
る
こ
と
が
義
務
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
？
 痛
み
を
癒
す
こ

と
が
で
き
て
初
め
て
責
任
を
全

う
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
 相
手
が
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
な
く
癒
さ
れ
る
ま
で
責
任
を

負
い
続
け
る
覚
悟
が
い
る
の
で

は
な
い
か
▼
自
分
自
身
に
省
み

る
と
、そ
こ
ま
で
の
覚
悟
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
？
 た
だ
、負
の
経

験
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
突
然

脳
裏
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
れ
も
一
つ
の
責
任
の
表
れ
な

の
だ
ろ
う
か
？
▼
薬
害
、ワ
ク
チ

ン
被
害
、原
発
事
故
、核
兵
器
、戦

争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
痛

み
を
負
う
人
が
生
ま
れ
て
く
る

▼
現
在
、私
た
ち
の
社
会
は
本
当

に
果
た
せ
て
い
る
の
か
？
　
問
い

か
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。責
任

を
負
う
も
の
が
、国
や
政
治
で

あ
っ
た
り
、組
織
が
大
き
く
な
る

と
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
に
な

る
▼
政
治
が「
責
任
」を
果
た
し
て

い
な
い
と
判
断
し
た
ら
、責
任
を

全
う
さ
せ
る「
責
任・義
務
」が
私

た
ち
国
民
に
は
あ
る
。 
（
治
）

　
最
近
 、「
説

明
責
任
」と

い
う
言
葉
が

頻
繁
に
使
わ

れ
、よ
く
耳

会
議
の
在
り
方
を
見
直
し

協
会
活
動
を
さ
ら
に
円
滑
に

員
が
い
な
い
時
は
警
備
費
要
）

に
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
。

　
協
会
の
５
月
末
会
員
数
は
、

２
４
９
３
人
（
開
業
医
２
２
４

　
協
会
は
昨
年
９
月
、
住
み
慣

れ
た
府
医
師
会
館
か
ら
烏
丸
通

の
現
在
地
に
移
転
し
て
き
た

が
、
短
期
間
で
の
新
事
務
所
探

し
や
引
越
し
で
そ
れ
な
り
に
大

変
で
あ
っ
た
。
府
医
師
会
館
と

離
れ
る
こ
と
の
不
安
感
も
あ
っ

た
が
、
京
都
の
中
心
部
に
き

て
、
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。　
人
か

２０

ら
　
人
位
ま
で
入
れ
る
会
議
室

７０
も
あ
り
、
地
区
医
師
会
や
専
門

医
会
が
使
用
さ
れ
る
場
合
は
無

料
（
休
日
や
夜
間
な
ど
事
務
局

８
人
、
勤
務
医
２
１
３
人
、
研

修
医
　
人
）
で
あ
る
。
こ
の
１

３２

～
２
年
は
全
国
的
に
も
開
業
医

数
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
が
、

京
都
府
で
も
こ
の
３
年
間
、
新

規
開
業
数
１
３
８
に
対
し
て
、

廃
院
１
５
３
と
減
っ
て
お
り
、

新
会
員
対
策
は
重
要
で
あ
る
。

年
２
回
の
「
新
規
開
業
医
の
た

め
の
基
礎
講
習
会
」
の
他
に
新

規
開
業
の
医
療
機
関
を
訪
問

し
、
協
会
事
業
の
紹
介
や
共
済

制
度
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
保
険
請
求
の
疑
問
等

に
お
答
え
し
て
い
る
。

　
協
会
の
最
高
議
決
機
関
は
総

会
で
あ
る
が
、　
年
度
か
ら

０６

「
定
期
総
会
」に「
記
念
講
演
会
」

と
「
懇
親
会
」
を
連
続
し
て
開

催
す
る
ス
タ
イ
ル
に
な
り
、
記

念
講
演
会
、
懇
親
会
に
は
会

員
・
家
族
・
従
業
員
に
多
数
出

席
い
た
だ
き
、
懇
親
を
深
め
て

い
る
。
今
年
も
「
天
木
直
人
氏

（
元
レ
バ
ノ
ン
特
命
全
権
大

使
）」
の
講
演
会
と
「
ヤ
ン
ミ
ー

さ
ん
（
女
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
）」

の
音
楽
を
企
画
し
て
い
る
（
２

面
）。
　
会
員
の
癒
し
の
場
と
し
て
の

文
化
事
業
で
は
、
毎
年
６
月
の

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
も
定
着
し
て
今

年
で
６
回
目
に
な
り
、
い
つ
も

満
員
の
盛
況
で
あ
る
。
後
半
は

会
員
の
飛
び
入
り
演
奏
と
、
プ

ロ
を
交
え
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
、
食
事
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
み

な
が
ら
盛
り
上
が
っ
て
も
ら
う

企
画
に
な
っ
て
い
る
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
方
も
京
響
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
が
定
着
し
、
昨
年
と

今
年
は
京
都
府
庁
旧
本
館
・
正

庁
で
開
催
し
て
優
雅
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。
文
化
講
座
で

は
、
宗
教
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い

て
、
歴
史
は
「
壬
申
の
乱
」「
平

安
京
の
実
像
」「
室
町
時
代
の

都
市
文
化
」「
豊
臣
秀
吉
が
愛

し
た
女
た
ち
～
北
政
所
・
淀
殿

～
」
等
を
開
催
し
た
。
昨
年
と

今
年
は
哲
学
に
も
挑
戦
と
い
う

こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
入

門
篇
の
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
、
春
・
秋
２
回
の
文
化

ハ
イ
キ
ン
グ
や
料
理
教
室
、
趣

味
の
講
座
に
総
会
行
事
を
併
せ

る
と
、
毎
月
何
か
や
っ
て
い
る

感
じ
に
近
づ
い
た
。

　
事
務
所
が
変
わ
り
、
事
務
局

長
も
変
わ
っ
て
、
気
分
も
一
新

し
て
理
事
会
の
在
り
方
を
含
め

て
、
会
議
の
あ
り
方
を
考
え
直

す
機
運
に
あ
り
、
総
務
担
当
と

し
て
は
協
会
活
動
を
円
滑
に
す

す
め
る
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も

り
で
あ
る
。

新
年
新
年
度度
に
あ
た
っ

に
あ
た
っ
てて
  総
務
部
会

総
務
部
会

副
理
事
長
 

　
増
田
 道
彦

　
６
月
末
ま
で
に
政
府
・
与
党

に
よ
る
成
案
を
得
た
い
と
す
る

菅
内
閣
の
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
の
政
府
案
が
６
月
２

日
に
公
表
さ
れ
た
。

　
社
会
保
障
を
支
え
る
安
定
的

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
消

費
税
の
使
途
を
限
定
し
、
２
０

１
５
年
度
ま
で
に
　
％
へ
段
階

１０

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
明
記
。

　
こ
の
う
ち
社
会
保
障
の
充
実

に
は
　
年
度
時
点
で
３
・
８
兆

１５

円
増
、
給
付
抑
制
で
１
・
２
兆

円
、
差
引
２
・
７
兆
円
を
消
費

税
１
％
程
度
で
賄
う
と
す
る
。

　
給
付
抑
制
は
、
医
療
・
介
護

分
野
の
重
点
化
・
効
率
化
だ
け

で
７
０
０
０
億
円（
表
１
）。
各

課
題
別
に
充
実
項
目
と
併
せ
て

重
点
化
・
効
率
化
項
目
が
並
べ

ら
れ
、
病
院
・
病
床
機
能
の
分

化
・
強
化
と
連
携
等
に
よ
る
平

均
在
院
日
数
削
減
。
外
来
受
診

の
適
正
化
等
、
介
護
予
防
・
重

度
化
予
防
、
在
宅
へ
の
移
行
等

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
医
療
・
介
護
保
険

改
革
で
５
０
０
０
億
円
程
度
を

抑
制（
表
２
）。
長
期
高
額
医
療

の
高
額
療
養
費
見
直
し
に
よ
る

負
担
軽
減
に
応
じ
た
受
診
時
定

額
負
担
導
入
、　
～
　
歳
の
２

７０

７４

割
負
担
だ
。

　
こ
の
改
革
案
に
対
し
協
会

は
、
垣
田
副
理
事
長
の
反
対
を

表
明
す
る
談
話
を
発
表
し
た
。

　
政
府
は
、
６
月
２
日
の
「
社

会
保
障
に
関
す
る
集
中
検
討
会

議
」
に
お
い
て
社
会
保
障
改
革

案
を
ま
と
め
た
。
改
革
案
は
、

厚
生
労
働
省
が
提
出
し
た
「
社

会
保
障
制
度
改
革
の
方
向
性
と

具
体
策
」
に
基
づ
く
改
革
案
と

内
閣
府
と
財
務
省
が
提
出
し
た

報
告
書
に
基
づ
く
財
源
案
等
が

盛
り
込
ま
れ
、
社
会
保
障
の
改

革
の
た
め
に
は
２
０
１
５
年
ま

で
に
段
階
的
に
消
費
税
率
を
現

在
の
５
％
か
ら
　
％
に
引
き
上

１０

げ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

　
社
会
保
障
改
革
案
で
は
、
現

状
の
問
題
点
と
し
て
世
代
間
の

給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
挙
げ
、
現
役
世
代
の
先
行
き

に
対
す
る
不
安
感
・
負
担
感
や

将
来
世
代
へ
の
影
響
も
考
え
、

「
世
代
間
公
平
」を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
問
題
と
し
、
そ

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
す
る

に
は
、
国
民
間
の
「
共
助
」
の

枠
組
強
化
に
よ
り
社
会
保
障
制

度
の
機
能
を
強
化
す
る
方
向
で

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
政
府
の
責
任
で
解
消
す
る

こ
と
に
は
一
切
触
れ
ず
、
国
民

の
「
共
助
」
で
の
解
消
を
強
調

す
る
。

　
医
療
分
野
で
は
利
用
者
負
担

総
合
合
算
制
度
の
導
入
や
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
、
非
正

規
労
働
者
へ
の
健
康
保
険
の
適

用
拡
大
等
を
提
示
し
た
が
、
窓

口
定
額
負
担
の
導
入
や
医
療
提

供
体
制
の
機
能
分
化
・
集
約
化

の
強
化
、
平
均
在
院
日
数
の
減

少
等
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
盛
り

込
む
な
ど
、
改
革
案
は
自
公
政

権
に
よ
る
構
造
改
革
路
線
の
踏

襲
で
あ
り
、
社
会
保
障
抑
制
策

の
更
な
る
強
化
に
他
な
ら
な

い
。
　
改
革
案
は
国
民
の
「
自
助
」

「
共
助
」
を
強
調
し
、
国
の
責
任

を
放
棄
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
持
つ
社

会
保
障
改
革
案
を
実
現
す
る
財

源
と
し
て
出
さ
れ
た
消
費
税
増

税
に
納
得
で
き
な
い
の
は
自
明

の
理
で
あ
る
。
社
会
保
障
は
応

能
負
担
の
仕
組
み
に
よ
り
所
得

再
分
配
の
役
割
を
担
い
、
貧
富

の
差
を
越
え
誰
も
が
等
し
く
医

療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
保
障
し
て
い
る
。
租
税
も
社

会
保
障
と
同
じ
く
所
得
再
分
配

機
能
を
持
っ
て
い
る
が
、
消
費

税
は
そ
の
機
能
を
持
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
所
得
の
低

い
人
に
税
の
痛
み
が
大
き
く
の

し
か
か
る
。
逆
進
性
の
強
い
消

費
税
を
社
会
保
障
の
目
的
に
使

う
こ
と
は
、
社
会
保
障
が
持
つ

応
能
負
担
原
則
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
る
。
社
会
保
障
を
厚
く

し
よ
う
と
す
れ
ば
消
費
税
増
税

に
繋
が
り
、
よ
り
良
い
医
療
や

介
護
を
求
め
れ
ば
自
ら
の
首
を

絞
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
社
会
保
障
の
財
源
を
ど
う
確

保
す
る
か
、
国
民
的
議
論
が
必

要
な
時
で
あ
る
。
し
か
し
、
国

難
と
も
言
わ
れ
る
震
災
や
長
引

く
不
況
の
中
、
十
分
な
議
論
も

な
く
消
費
税
の
増
税
を
持
ち
出

す
の
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
に
過

ぎ
る
。
ま
た
、
国
民
に
問
わ
ず

し
て
、
消
費
税
増
税
あ
り
き
の

提
案
は
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。

　
社
会
保
障
抑
制
と
消
費
税
増

税
を
前
提
と
し
た
「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
案
」
に
は
断

固
と
し
て
反
対
を
表
明
す
る
も

の
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
６
月
　
日
１３

　
協
会
は
歯
科
協
会
と
共
催
で
、
立
命

館
大
学
国
際
関
係
学
部
・
大
島
堅
一
教

授
を
講
師
に
迎
え
、「
原
発
の
本
当
の

コ
ス
ト
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方

向
性
」
と
題
し
て
、
５
月
　
日
に
環
境

２１

講
演
会
を
開
催
。
参
加
者
は
１
３
１
人

と
な
っ
た
。
当
初
は
、
経
済
学
の
視
点

の
み
か
ら
講
演
を
予
定
を
し
て
い
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た

福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
、事
故

の
原
因
や
概
要
に
つ
い
て
も
解
説
。事

故
が
な
く
て
も
原
発
は
コ
ス
ト
の
高
い

電
源
で
あ
る
と
の
講
演
を
受
け
て
、活

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
点
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
っ
た
。講
演
概
要
は
３
面
。

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

原発はコスト高な電源
環境講演会で大島 立命館大  教授が講演

２
０
１
５
年
ま
で
に
消
費
税
 　
％

社
会
保
障
抑
制
と
消
費
税
増
税
を
前
提
と

す
る
一
体
改
革
案
に
は
断
固
と
し
て
反
対

談話

一体改革で政府案

医
療
・
介
護
で
給
付
抑
制
の
項
目
案

重点化・効率化（金額は公費　２０１５年）充実（金額は公費　２０１５年）
○ 医療・介護サービスの提供体制の効率化・重点化と機能強化
　 ～診療報酬・介護報酬の体系的見直しと基盤整備のための一括的な法整備～

・平均在院日数の減少等（▲４,３００億円程度）

　 　○平均在院日数：２０１１年　１９～２０日程度
　 　　→２０２５年　高度急性期：１５～１６日程度
　 　　　　　　　一般急性期：　　９日程度
　 　○病 床 数：概ね現状水準
　 　○精神医療：２０２５年に在院日数１割程度
　　　　　　　　 減少

・病院・病床機能の分化・強化と連携（急性期
医療への医療資源の集中投入、亜急性期・慢
性期医療の機能強化等による入院医療の機
能強化、精神保健医療の改革、医師の偏在是
正等）
・在宅医療の充実等（診療所等における総合的
な診療や在宅療養支援機能の強化・評価、訪
問看護等の計画的整備等）（８,７００億円程度）

・外来受診の適正化等（生活習慣病予防、医療
連携、ＩＣＴ、番号、保険者機能の強化等）

（▲１,２００億円程度）
・ＩＣＴの活用による重複受診・重複検査、過
剰な薬剤投与等の削減
外来患者数：２０２５年に現行ベースより
　　　　　　５％程度減少

・介護予防・重度化予防
・介護施設の重点化（在宅への移行）

（▲１,８００億円程度）
要介護認定者数：２０２５年に現行ベース
　　　　　　　　より３％程度減少

・地域包括ケアシステムの構築等在宅介護の
充実、ケアマネジメントの機能強化、居住系
サービスの充実　等
・施設のユニット化　　　（２,５００億円程度）

・マンパワー増強　　（２,４００億円程度）
重点化・効率化計（２０１５年）～０.７兆円程度充実計（２０１５年）　　～１.４兆円程度

岳

岳

岳

表1 重点化・効率化（金額は公費　２０１５年）充実（金額は公費　２０１５年）
○ 保険者機能の強化を通じた医療・介護保険制度のセーフティネット機能の
　 強化・給付の重点化、逆進性対策
ａ 被用者保険の適用拡大と国保の財政基盤の安定化・強化・広域化

（＝完全実施の場合▲１,６００億円）・短時間労働者への被用者保険の適用拡大
・市町村国保の財政運営の都道府県単位化と
併せ財政基盤を強化（低所得者保険料軽減
の拡充等　　（～２,２００億円程度））
ｂ 介護保険の費用負担の能力に応じた負担の要素強化と低所得者への配慮、保険給付
　 の重点化

・介護納付金の総報酬割導入
　（完全実施すれば▲１,６００億円）
・軽度者に対する機能訓練等重度化予防に効
果のある給付への重点化

・１号保険料の低所得者保険料軽減強化
　（～１,３００億円）

ｃ 高度・長期医療への対応（セーフティネット機能の強化）と給付の重点化
・受診時定額負担等（高額療養費の見直しに
よる負担軽減の規模に応じて実施。例えば、
初診・再診時１００円の場合、▲１,３００億円）

・長期高額医療の高額療養費の見直し（長期高
額医療への対応、所得区分の見直しによる負
担軽減等）による負担軽減（～１,３００億円程度）
ｄ その他

・後発医薬品の更なる使用促進、医薬品の患
者負担の見直し（患者負担を見直す）

・国保組合の国庫補助の見直し
・高齢者医療費の支援金の総報酬割導入
・７０～７４歳２割負担

・総合合算制度（番号制度等の情報連携基盤の
導入が前提）

・高齢者医療制度の見直し（改革会議のとりまと
め等踏まえ公平で納得のいく負担の仕組み）
・低所得者対策・逆進性対策等の検討

重点化・効率化計（２０１５年）～０.５兆円程度充実計（２０１５年）　　　～１兆円程度

表2

１０

副
理
事
長
　
垣
田
 さ
ち
子
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被災者支援
に赴いて

　
５
月
３
日
か
ら
、
関
理
事
長

に
同
行
し
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
支
援
活
動
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
森
県
保

険
医
協
会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
岩
手
県
の
三
陸
沖
で
被
災

し
た
方
々
に
、
青
森
市
・
浅
虫

温
泉
の「
辰
巳
館
」で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
も
ら
お
う
と
の
企

画
。
２
泊
３
日
の
サ
イ
ク
ル

で
、
毎
日
ど
こ
か
の
町
の
人
が

や
っ
て
き
て
、
ま
た
避
難
所
に

帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
到
着
し
た
日
に
は
大
槌
町
の

人
た
ち
が
逗
留
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
関
先
生
は
早
速
、
健
康
相

談
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
等
を
通
じ
、
避
難
所
に
も

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
途
切
れ
る
こ

と
な
く
支
援
に
入
っ
て
い
ま
し

た
が
、
遠
慮
も
あ
っ
て
、
な
か

な
か
診
察
を
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
気
兼
ね
な
く
、

健
康
の
不
安
を
訴
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
３
月
　
日
の
あ
の
日
ま

１１

で
、
自
分
は
何
を
し
て
生
き
て

き
た
か
、
そ
し
て
あ
の
日
、
何

が
あ
っ
た
の
か
を
、
た
く
さ
ん

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
被
災
地
を
訪
問

し
、
物
資
届
け
等
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
見
た
こ
と
、
聞
い

た
こ
と
は
、
す
で
に
関
理
事
長

が
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
で
す
。

そ
の
他
は
、
事
務
局
は
被
災
者

の
人
た
ち
に
自
動
車
へ
乗
っ
て

も
ら
い
、
弘
前
の
桜
祭
り
や
、

水
族
館
へ
行
き
、
楽
し
ん
で
も

ら
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
多
く
の
被

災
さ
れ
た
方
々
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

大
槌
町
の
仲
良
し
２
人
組
が
い

て
、
こ
の
４
月
に
高
校
に
入
学

し
た
ば
か
り
だ
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
お
か
し
な
表
現
で
す
が
、
あ

の
日
か
ら
私
に
と
っ
て
「
被
災

地
」
に
対
す
る
「
匿
名
性
」
が

薄
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

報
道
で
未
だ
目
処
の
立
た
な
い

「
復
興
」の
状
況
を
見
聞
き
す
る

度
、
あ
の
子
ど
も
た
ち
を
、

い
っ
し
ょ
に
桜
祭
り
に
行
っ
た

人
た
ち
を
思
い
出
し
ま
す
。
す

る
と
、
た
ち
ま
ち
自
分
の
情
緒

が
不
安
定
に
な
る
よ
う
で
す
。

そ
う
い
う
気
持
ち
か
ら
い
い
加

減
に
抜
け
出
さ
な
け
れ
ば
と
い

う
ふ
う
に
思
う
一
方
、
そ
う
い

う
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
復
興
構
想
会
議
が
提
言
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
も
、「
震
災
」
を

口
実
に
む
し
ろ
加
速
し
、
強
化

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
復
興
は
国
の
責

任
で
行
う
べ
き
で
す
。

　
で
も
そ
れ
は
、震
災
を「
チ
ャ

ン
ス
」
に
、
国
に
と
っ
て
都
合

の
良
い
都
市
や
産
業
の
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
良
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
復

興
の
構
想
を
考
え
る
権
利
は
、

被
災
者
だ
け
が
持
っ
て
い
る
。

あ
の
子
ど
も
た
ち
こ
そ
が
権
利

主
体
な
の
だ
と
感
じ
る
の
で

す
。
　
そ
う
い
う
物
事
の
感
じ
方
を

根
拠
の
よ
う
に
し
て
、
今
日
も

協
会
政
策
部
会
で
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
被
災
地
に
行
か
せ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
、
こ
の
機
会

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。 
（
中
村
　
暁
）

し
た
。
震
災
の
日
、
彼
女
ら
は

中
学
校
で
卒
業
式
の
練
習
中
で

し
た
。
合
格
し
た
高
校
は
津
波

に
の
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
明

る
い
顔
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
が
、
想
像
も
で
き
な
い
傷

を
背
負
っ
て
い
る
と
考
え
た

ら
、
会
話
が
で
き
な
く
な
り
ま

　
仙
台
市
青
葉
区
・
若
林
区
・

泉
区
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
。

保
団
連
支
援
隊
と
し
て
訪
問
し

た
地
域
で
す
。
目
の
前
に
は
マ

ス
コ
ミ
に
よ
り
報
道
さ
れ
て
い

た
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
感
じ

と
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
臭

い
と
埃
で
す
。
沿
岸
部
で
は
、

魚
の
臭
い
が
し
て
お
り
、
津
波

で
ヘ
ド
ロ
が
押
し
寄
せ
た
地
域

で
は
、
乾
い
た
ヘ
ド
ロ
が
埃
と

な
っ
て
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
地

域
住
民
の
方
々
に
は
、
く
れ
ぐ

れ
も
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
医
療
機
関

な
ど
を
訪
問
し
、
見
舞
金
を
お

渡
し
す
る
と
と
も
に
、
連
絡
先

や
診
療
再
開
状
況
、
再
開
予
定

な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た（
５
月
　
日
～
　
日
）。
医
療

１０

１３

機
関
ま
た
は
自
宅
が
流
失
、
全

半
壊
な
ど
、
比
較
的
被
害
の
大

き
か
っ
た
と
こ
ろ
を
中
心
に
回

り
ま
し
た
。
期
間
中
、　
医
療

３４

機
関
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
移

転
し
再
開
（
予
定
）
と
い
う
医

療
機
関
は
あ
り
ま
し
た
が
、
幸

い
「
診
療
を
再
開
し
な
い
」
と

言
わ
れ
た
医
療
機
関
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
地
域
医
療
を
再

生
さ
せ
る
と
い
う
使
命
ま
で
意

識
で
き
る
状
況
に
お
あ
り
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
各

医
療
機
関
の
方
々
が
、
一
歩
一

歩
確
実
に
前
に
進
ま
れ
て
い
る

と
い
う
の
が
強
い
印
象
で
す
。

　
保
険
医
協
会
は
開
業
保
険
医

師
の
団
体
で
す
。
い
ず
れ
の
訪

問
先
で
も
、
保
険
医
協
会
・
保

団
連
の
訪
問
を
非
常
に
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
医

療
の
再
生
に
向
け
て
動
き
出
す

地
域
の
医
療
機
関
を
支
え
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、保
険
医
協
会
・

保
団
連
に
求
め
ら
れ
て
い
る
仕

事
な
の
だ
と
改
め
て
教
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
訪
問
活
動
を
終
え
た
あ
る

夜
、
仙
台
ク
リ
ネ
ッ
ク
ス
ス
タ

ジ
ア
ム
ま
で
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
試
合
を
観

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
は

１
対
０
で
楽
天
の
勝
利
。
そ
れ

ま
で
の
連
敗
を
止
め
る
久
々
の

勝
利
で
し
た
。
前
に
向
か
っ
て

進
む
医
療
機
関
と
楽
天
の
勝
利

と
を
重
ね
合
わ
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
、
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど

２
カ
月
目
の
日
の
こ
と
で
し

た
。 

（
花
山
　
弘
）

　
５
月
　
日
～
　
日
、
宮
城
協

１６

１９

会
で
の
支
援
に
参
加
し
ま
し

た
。
降
り
立
っ
た
仙
台
空
港
の

周
辺
に
は
片
付
け
ら
れ
た
車
が

あ
ち
こ
ち
に
積
み
上
げ
ら
れ
、

空
港
・
仙
台
駅
間
を
結
ぶ
バ
ス

の
車
窓
か
ら
は
、
北
上
す
る
仙

台
東
部
道
路
の
右
手
海
側
と
左

手
山
側
で
は
、
大
き
く
異
な
っ

た
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
自
宅
か
診
療
所
が
全
壊
・
半

壊
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
会
員
を

訪
問
し
、
状
況
を
お
伺
い
し
て

見
舞
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が

役
割
で
す
。
訪
問
先
は
仙
台
市

内
中
心
部
が
主
で
し
た
が
、
石

巻
市
に
診
療
所
を
構
え
て
お
ら

れ
た
り
、
石
巻
市
か
ら
避
難
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
、
お
伺
い

す
る
お
話
の
内
容
は
、
お
掛
け

す
る
言
葉
が
出
て
こ
な
い
つ
ら

い
内
容
ば
か
り
で
し
た
。
市
内

中
心
部
は
、
一
見
被
害
が
軽
微

に
映
り
ま
し
た
が
、
揺
れ
に
よ

る
被
害
も
確
実
に
出
て
お
り
、

立
退
き
や
建
て
直
し
、
大
幅
修

繕
が
必
要
な
診
療
所
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
日
だ
け
仙
台
を
離
れ
、
石

巻
市
の
会
員
を
訪
問
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
は
東
塩
釜
駅

か
ら
先
が
不
通
で
、
そ
こ
か
ら

は
代
行
バ
ス
で
向
か
い
ま
す
。

道
路
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
津

波
被
害
の
大
き
か
っ
た
野
蒜
な

ど
は
津
波
後
そ
の
ま
ま
の
光
景

で
す
。
石
巻
市
内
も
、
道
路
を

塞
い
で
い
た
瓦
礫
は
と
り
あ
え

ず
脇
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
片
付
い
て
い
な

い
と
い
う
印
象
で
す
。

　
話
を
伺
っ
た
先
生
は
、
診
療

所
だ
っ
た
１
階
部
分
が
天
井
ま

で
浸
か
り
、
こ
の
２
カ
月
、
周

囲
か
ら
の
再
開
を
望
む
声
も
聞

き
な
が
ら
、
頑
張
ろ
う
、
い
や

無
理
だ
と
毎
日
の
よ
う
に
気
持

ち
が
揺
れ
つ
つ
少
し
ず
つ
片
付

け
を
し
て
き
た
が
、
最
近
は
ほ

と
ん
ど
諦
め
て
い
る
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ

こ
が
人
の
住
め
な
い
場
所
に
な

れ
ば
、
診
療
そ
の
も
の
が
成
り

立
た
な
く
な
る
か
ら
と
の
こ

と
。
津
波
被
害
の
深
刻
さ
を
あ

ら
た
め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。

　
　
日
の
地
元
紙
に
、
県
内
１

１９
３
６
医
療
施
設
全
壊
、
そ
の
内

医
科
診
療
所
　
カ
所
と
の
記
事

６８

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
前
日
に

は
「
県
地
域
医
療
復
興
検
討
会

議
」
の
初
会
合
が
行
わ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
病
診

含
め
た
再
興
の
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
都
市
計
画
か

ら
の
立
案
が
必
要
で
あ
り
、
相

当
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

先
の
石
巻
の
先
生
は
、
ご
自
身

が
地
域
医
療
を
担
っ
て
き
た
と

い
う
自
負
を
お
持
ち
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
の
想

い
を
大
切
に
し
た
、
地
域
医
療

の
再
生
こ
そ
が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。 

（
樋
下
 光
雄
）

　東日本大震災から３カ月が経過、未だ被災地は厳しい状況に
おかれています。協会でもできる限りの支援をしようと、募金
（３面）や現地派遣を行ってきました。本紙第２７８５号でも一部掲
載しましたが、今回は３人の事務局の参加記を掲載します。

復
興
構
想
は
住
民
の
声
で

被
災
協
会
支
援
に
参
加
し
て

再 生 に 向 か って
進む地域の医療機関

講師プロフィール　１９４７年山口県下関
市生まれ。１９６９年京都大学法学部中
退、外務省入省。１９７２年米国オハイオ
州オバリン大学政治学士取得。１９８８年
内閣安全保障室審議官。１９９０年在マ
レーシア日本国大使館公使。１９９３年在
豪州日本国大使館公使。１９９６年在カナ
ダ日本国大使館公使。１９９７年在米国ミ
シガン州デトロイト日本国総領事。
２００１年在レバノン国特命全権大使。
２００３年８月イラク戦争に反対し事実上
の解雇処分を受け外務省を離れる。そ
の後自由な立場から言論活動を続け
る。著書「さらば外務省！――私は小
泉首相と売国官僚を許さない」（講談
社）ほか多数。

　チュニジア、エジプトの革命をきっかけに中東の民主化が起きようとしていた
時、日本を大震災と原発事故が襲った。この二つはまったく無関係のように見え
るが、そこに歴史の共通性が見て取れる。その鍵は米国からの自立である。
　中東は米国の支援を受けた独裁政権が国民を苦しめてきた。中東の民主化は不
可能と誰もが思っていた中で、インターネットで結ばれた民衆が不可能を可能に
した。翻って日本はどうか。政権交代した後も、米国と官僚によるこの国の支配
構造が変わらなかった。格差が広がり、勝ち組が生き残る中で多くの国民は切り
捨てられる社会となった。出口が見えない中で大震災と原発事故が起きた。そし
て国民が目覚めつつある。

講
　
演
　
要
　
旨

第64回定期総第64回 定期総会会（第181回定時代議員会合併）

7月31日（日）午後 1 時～ ホテルグランヴィア京都 （JR京都駅中央口）
Ⅰ 第64回定期総会（第181回定時代議員会合併）（13：00～）
①2010年度活動報告並びに決算報告 ②2011年度活動方針 （案） 並びに予算 （案） 承認

Ⅲ 懇親会（音楽演奏・福引き）（17：00～19：00）
（会員：1,000円、家族・従事者：3,000円）

Ⅱ 講　演「絶望と希望－民主化革命前夜の中東と日本を重ね合わせる」（15：15～）
講師：天木 直人 氏（元駐レバノン特命全権大使、作家）

※参加申込は、返信用ハガキ
で 7 月16日 （土） 迄にご返
送下さい。
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大島堅一 立命館大教　　授  が原発コストで講演

業
な
ど
へ
の
風
評
被
害
の
問
題

な
ど
が
あ
る
。
観
光
産
業
で
い

う
と
、
被
災
地
だ
け
で
は
な

く
、
原
発
の
あ
る
地
域
や
、
日

本
へ
来
る
外
国
人
観
光
客
自
体

も
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も

経
済
的
被
害
に
含
ま
れ
る
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
補
償
を
行
う
か
が

現
在
検
討
さ
れ
て
お
り
、
次
回

臨
時
国
会
で
法
案
化
し
、
成
立

さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る

が
、
被
害
補
償
ス
キ
ー
ム
は
、

被
害
の
総
体
か
ら
全
て
を
補
償

す
る
と
い
う
完
全
救
済
の
仕
組

み
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
東
京
電
力
の
資
本
か
ら
救
済

を
設
計
す
れ
ば
、
一
部
補
償
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
策
と

し
て
原
発
を
推
進
し
て
き
た
国

の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
重
く
、
東

京
電
力
の
資
産
を
す
べ
て
投
げ

打
っ
て
も
救
済
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
か
ら
の

財
政
出
動
も
行
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
が
、
早
々
に

国
が
補
償
を
補
て
ん
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
大
事
故
を
起
こ
し

て
も
国
か
ら
の
財
政
出
動
が
あ

る
と
い
う
企
業
側
の
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
を
起
こ
す
要
因
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

ギ
ー
と
し
て
経
済

的
に
も
優
れ
、
二

酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
、
環
境
に

や
さ
し
い
優
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
喧

伝
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
、
企
業
や

国
か
ら
支
出
さ
れ

る
寄
付
金
や
交
付

金
な
ど
で
、
地
元

対
策
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
、
政
治
・

官
僚
・
財
界
・
学

者
な
ど
が
中
心
と

な
り
、
メ
デ
ィ
ア

も
巻
き
込
み
、
利

権
を
誘
導
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
力
が
原
動
力
と

な
り
、
原
子
力
開
発
は
推
進
さ

れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

繰
り
返
し
「
原
発
は
安
全
で
あ

る
」
と
の
安
全
神
話
を
確
立
さ

せ
、
利
益
複
合
体
自
身
が
、
自

ら
も
そ
の
安
全
神
話
に
心
酔
し

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
事
故
は
、
研
究
者
の

論
文
や
過
去
に
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
訴
訟
、
あ
る
い
は
外
郭
団

体
で
あ
る
原
子
力
安
全
基
盤
機

構
で
す
ら
、
地
震
や
津
波
に
よ

る
原
発
損
傷
の
危
険
性
を
予

見
・
指
摘
し
、
警
告
し
て
い
た
。

残
念
な
が
ら
、
起
き
る
は
ず
が

な
い
と
国
や
企
業
が
安
全
対
策

を
怠
っ
て
き
た
こ
と
は
明
白
で

あ
り
、
明
ら
か
に
人
災
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
事
故
後
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
建
屋
の
水
素
爆
発
な
ど
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
政
府

が
緊
急
事
態
宣
言
を
行
っ
た
翌

日
に
は
、
１
号
機
の
格
納
容
器

内
で
圧
力
が
異
常
上
昇
し
、
政

府
が
圧
力
を
逃
が
す
よ
う
指

示
。
こ
れ
を
ベ
ン
ト
と
い
う

が
、
実
際
に
東
京
電
力
が
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
の
は
指
示
か
ら
９

時
間
後
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
結
果
、
建
屋
の
爆
発

と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
１
号
機
の
み
な
ら
ず
、

２
号
機
・
３
号
機
で
も
同
じ
状

態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
か

ら
、
迅
速
に
対
応
す
れ
ば
防
げ

保
障
神
話
と
安
価
神
話
、
そ
し

て
温
暖
化
対
策
の
要
を
推
進
力

と
し
て
、
維
持
拡
大
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
神
話
は
、
ウ
ラ
ン
は

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
し

か
も
使
用
済
核
燃
料
か
ら
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
う
。
こ
の
こ
と
か
ら

準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

枯
渇
し
な
い
と
い
う
も
の
。
安

価
神
話
は
、
石
油
や
天
然
ガ
ス

等
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
原

子
力
の
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た

り
の
金
額
が
安
い
と
い
う
も

の
。
温
暖
化
対
策
の
要
と
い
う

の
は
、
発
電
時
に
原
発
で
は
Ｎ

Ｏ
２
が
発
生
し
な
い
と
い
う
こ

と
を
指
し
て
い
る
。

　
で
は
、実
際
に
原
発
は
、他
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
も
安
価
と
言

え
る
の
か
。
我
々
が
電
力
に
関

し
て
払
っ
て
い
る
お
金
に
は
２

種
類
あ
り
、
１

つ
は
電
気
料
金

を
通
じ
て
払
っ

て
い
る
お
金
。

も
う
１
つ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
通
じ
て
、

政
府
か
ら
財
政
支
出
さ
れ
る
税

金
が
あ
る
。
ま
た
、
法
律
に
裏

付
け
さ
れ
た
電
力
料
金
を
通
じ

た
追
加
的
負
担
も
、
電
気
料
金

を
通
じ
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

　
電
気
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る

も
の
は
、
燃
料
費
、
建
設
費
、

原
価
償
却
費
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
な
ど
発
電
に
直
接
要
す
る

費
用
。
ま
た
、
使
用
済
燃
料
再

処
理
費
用
、
放
射
性
廃
棄
物
処

分
費
用
、
廃
炉
費
用
な
ど
の

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
。
開
発
費

用
、
立
地
費
用
へ
の
国
の
財
政

支
出
。
事
故
に
伴
う
被
害
と
被

害
補
償
費
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
発
電
に
直
接
要

す
る
費
用
と
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費

用
の
み
で
、
電
力
に
か
か
る
料

金
を
試
算
す
る
と
、
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
当
た
り
、
火
力
が

９
・
８
円
、
原
子
力
が
８
・
　６４

円
か
か
る
と
い
う
計
算
と
な

る
。
電
源
開
発
促
進
税
な
ど
か

ら
財
政
支
出
さ
れ
る
税
金
を
上

乗
せ
す
る
と
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
当
た
り
火
力
は
９
・
９
円
、

原
子
力
は
　
・
　
円
と
な
る
。

１０

６８

こ
の
こ
と
か
ら
、
電
源
別
の
コ

ス
ト
は
、
原
子
力
単
体
で
見
た

場
合
で
あ
っ
て
も
安
い
と
は
言

え
ず
、
さ
ら
に
、
電
気
料
金
を

通
じ
て
支
払
わ
れ
る
税
金
を
考

慮
す
る
と
、
原
子
力
の
コ
ス
ト

が
最
も
高
く
、
消
費
者
負
担
が

大
き
い
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
原
子
力
発
電
で
は
再

処
理
を
行
っ
て
い
る
。
電
力
会

社
は
、
こ
の
使
用
済
核
燃
料
の

再
処
理
を
総
額
　
兆
円
と
試
算

１１

し
て
お
り
、
そ
の
他
の
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
費
用
と
合
計
す
る
と
　１８

兆
８
８
０
０
億
円
と
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
試
算
で
は
、
劣
化

ウ
ラ
ン
の
再
処
理
や
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済
核
燃

料
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
た

り
、
再
処
理
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
み

の
評
価
で
試
算
し
て
い
る
が
、

こ
の
工
場
の
処
理
能
力
で
は
、

約
半
分
し
か
再
処
理
で
き
な

い
。
ま
た
、
高
速
増
殖
炉
に
対

す
る
事
業
も
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
、

Ｔ
Ｒ
Ｕ
（
超
ウ
ラ
ン
元
素
）
廃

棄
物
地
層
処
分
廃
棄
物
の
具
体

的
計
画
も
な
く
、
世
界
的
に
も

大
規
模
に
実
施
し
た
例
は
な

い
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
不
確

実
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
、
費
用
推
計
も
再
処

理
工
場
の
稼
働
率
を
１
０
０
％

と
し
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
補
修
を
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
ど
ん
な
工
場
で
も
稼
働
率

が
１
０
０
％
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。

　
資
源
の
経
済
性
に
つ
い
て

も
、
ウ
ラ
ン
燃
料
を
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
に
し
た
場
合
、
電
力
会
社

は
市
場
で
の
価
値
は
９
０
０
０

億
円
と
記
載
し
て
い
る
。
約
　１２

兆
円
か
け
て
再
処
理
を
し
、
そ

こ
か
ら
生
成
さ
れ
る
燃
料
の
価

値
が
９
０
０
０
億
円
し
か
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
余
り
に

も
経
済
性
が
な
い
。

一
辺
倒
の
政
策
を
改
め
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
政

策
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
事
故
の
被
災
地
で
あ
る

東
北
は
、
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
供
給
し
て
い
る
要
の
地
で
あ

る
。
誰
の
た
め
の
復
興
プ
ラ
ン

な
の
か
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
い
方
、
あ
り
方
に
対
す
る
問

い
か
け
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
さ
れ
て
い
る
。
人
の
暮
ら

し
の
再
興
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

　「
安
全
神
話
」か
ら
人
災

　
な
ぜ
福
島
第
一
原
発
事
故
は

起
こ
っ
た
の
か
。
従
来
、
原
子

力
発
電
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
対
策

を
行
わ
ず
、
被
害
を
拡
大
さ
せ

た
と
い
う
点
で
、
企
業
側
の
過

失
で
あ
る
。

　
原
発
の
本
当
の
コ
ス
ト

　
原
発
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

　
推
計
に
あ
た
っ
て
の
疑
問
を

度
外
視
し
た
と
し
て
も
、
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
費
用
は
莫
大
な
額
に

の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
を
電

気
料
金
に
含
め
て
徴
収
す
る
制

度
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
再
処

理
費
用
を
い
く
ら
支
払
っ
て
い

る
か
は
電
力
料
金
に
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
著
し
い
違
い

で
あ
る
。
消
費
者
が
現
在
負
担

し
て
い
る
費
用
は
、
あ
く
ま
で

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
の
再
処

理
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ

る
。
全
量
再
処
理
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
さ
ら
に
必
要
に
な
る
。

こ
う
し
た
高
コ
ス
ト
事
業
に
、

国
民
的
合
意
が
と
れ
る
か
ど
う

か
は
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。 

　
一
方
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
風
力
で
あ

れ
ば
音
の
問
題
な
ど
、
環
境
へ

の
負
荷
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
を
き

ち
ん
と
規
制
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
行
え
ば
、
災
害
や
テ
ロ
に

強
く
、
燃
料
費
も
要
ら
な
い
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
ま

た
、
雇
用
効
果
も
期
待
で
き

る
。
実
際
、
各
国
で
は
こ
の
数

十
年
、
毎
年
２
割
か
ら
３
割
の

成
長
率
を
示
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

シ
ェ
ア
を
　
％
に
、
と
い
う
目

２０

標
の
も
と
、
民
間
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
事
故
費
用
を
考
慮
し
な
く
て

も
、
原
子
力
発
電
は
、
国
民
に

と
っ
て
大
変
コ
ス
ト
の
高
い
電

源
で
あ
る
。
使
用
済
核
燃
料
の

再
処
理
に
も
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
今
後
も
コ
ス
ト
は
上

が
っ
て
い
く
と
類
推
で
き
る
。

ま
た
、
今
回
の
事
故
を
受
け
、

事
故
費
用
は
こ
れ
ま
で
の
原
発

事
業
報
酬
を
上
回
る
可
能
性
が

で
て
き
た
。
コ
ス
ト
面
で
は
、

莫
大
な
費
用
が
か
け
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
る
。
そ
れ
に

頼
る
生
活
を
今
後
も
続
け
る
か

ど
う
か
、
非
常
に
大
事
な
岐
路

で
あ
る
。

　
今
後
は
、
今
ま
で
の
原
子
力

　
福
島
原
発
事
故
の
被
害

　
東
日
本
大
震
災
は
被
災
地
域

に
未
曽
有
の
被
害
を
与
え
、
地

域
経
済
は
も
ち
ろ
ん
住
民
の
生

活
基
盤
を
根
こ
そ
ぎ
奪
う
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
並

行
し
て
福
島
第
一
原
発
事
故
が

起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
故

は
、
天
災
部
分
と
人
災
部
分
が

複
合
的
に
重
な
っ
た
多
重
災
害

だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
支
援
を
考
え
て
い
く
上
で
、

重
要
な
視
点
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
害

は
、
大
き
く
分
け
て
、
人
的
被

害
と
経
済
的
被
害
が
挙
げ
ら
れ

る
。
人
的
被
害
は
、
内
部
被
曝

を
全
く
測
定
し
な
い
ま
ま
、
事

故
対
応
に
投
入
さ
れ
た
約
７
０

０
０
人
の
原
発
作
業
員
と
、
情

報
公
開
の
遅
れ
や
国
の
曖
昧
な

放
射
線
量
限
度
値
に
晒
さ
れ
た

多
く
の
国
民
が
該
当
す
る
。
今

後
、
晩
発
性
障
害
と
い
わ
れ

る
、
大
規
模
な
健
康
被
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
長

期
に
わ
た
り
健
康
管
理
を
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
対
象
と
な

る
。
し
か
も
、
発
が
ん
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
、

発
病
の
原
因
特
定
が
困
難
な
非

特
異
性
疾
患
が
増
加
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
の
環
境
公
害
問
題

の
被
害
補
償
の
あ
り
方
と
は
違

う
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

　
経
済
的
被
害
は
、
現
在
進
行

し
て
い
る
実
際
の
汚
染
。
農

業
、
畜
産
、
水
産
業
、
観
光
産

　
伏
見
・
相
楽
医
師
会
選
出
の

予
備
代
議
員
、
福
知
山
医
師
会

選
出
の
代
議
員
の
補
欠
選
挙
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補

者
は
定
数
以
内
で
あ
り
、
無
投

票
当
選
と
決
定
し
ま
し
た
。
任

期
は
２
０
１
３
年
４
月
　
日
ま

３０

で
。

　
▽
伏
見
予
備
代
議
員
＝
古
家

敬
三
氏

　
▽
相
楽
予
備
代
議
員
＝
下
里

豪
俊
氏

　
▽
福
知
山
代
議
員
＝
松
本
任

司
氏補

選
の
公
示
 

福
知
山
　
予
備
代
議
員

　
福
知
山
医
師
会
選
出
の
予
備

代
議
員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
京
都
府
保

険
医
協
会
選
挙
規
定
第
　
条
１

３２

項
に
よ
り
、
予
備
代
議
員
の
補

欠
選
挙
の
公
示
を
行
い
ま
す
。

　〈
福
知
山
〉定
員
＝
予
備
代
議

員
１
人

　
▽
公
　
示
＝
６
月
　
日（
月
）

２０

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
６
月

　
日
（
金
）
午
後
４
時

２４　
▽
任
　
期
＝
２
０
１
３
年
４

月
　
日
ま
で

３０
　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候

補
さ
れ
る
方
は
所
定
の
「
立
候

補
届
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、
締
切
期
日

ま
で
に
当
該
医
師
会
長
ま
た
は

本
協
会
事
務
局
気
付
、
京
都
府

保
険
医
協
会
代
議
員
会
議
長
ま

で
ご
提
出
下
さ
い
。
立
候
補
届

出
書
は
協
会
事
務
局
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

揮
机

寄
寄
寄
寄

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

代議員・予備代議員
補選結果の報告

■口座番号　京都銀行 本店 普通 
　　　　　　5058406
■口座名義　京都府保険医協会 東北地方
太平洋沖地震救援募金 理事長関浩（キョウ
トフホケンイキョウカイ トウホクチホウタイ
ヘイヨウオキジシンキュウエンボキン リジ
チョウセキヒロシ）
※京都銀行からのお振込みは手数料無料。

第１次募金への協力御礼
　東日本大震災救援募金に５月１０日までにお振込いただい
たのは下記の６８人（件）の方 （々２６０万７８３５円）です。ご協力あ
りがとうございました。この第１次募金は日本赤十字社を
通じて被災者の方々への支援金に使わせていただきました。

第２次募金にご協力下さい
　引き続き、第２次募金へのご協力をお願いいたします。
第２次は中央共同募金を通じて被災者支援のために活動す
るボランティア、ＮＰＯの活動資金に使わせていただきます。

震
災
救
援
募
金

ニンイイン ニン フミノリ

ノノシタ ヤスコ

ハナヤマ ヒロシ

フクハラ ヨウコ

フジイ トシオ

フジシロ テイコ

フルタ コウイチ

ホウユウビヨウイン

マサキ ミチコ

マツモト アケミ

マツヤマ ユキトシ

ムライ ウタ

モリカワイイン ヨシオカ ヒデオ

ヤスダ シユウジ

ヤマダリヨウゾウ

ヤマモト アキロウ

ヤマモト タツコ

セキ ヒロシ

タキモト ユリコ

タケウチ シユウトク

タケチ マサキ

タケノウチ タケシ

タワラ ヨシヒロ

ツカモト タダシ

トクダ ヨシヒロ

ナイカシヨウカキカイワノイイ

ン イワノ マサヒロ

ナカウチ タカヒロ シノブ

ナカジ ユタカ

ナカジマ ヨシエ

ナカムラヒフカイイン ナカムラ 

トシタカ

アカマツ ハルヨシ

アライ タツヤ

アライ ノブミ

アラガキ シンジ

イ)イドウカイ ジユウジヨウリハ

ビリテーシヨンビヨウイン

イ)カトウシヨウニカ カトウ カズ

ヒロ

イ)セキイイン

イ)フジモリケイセイゲカイイン

イ)ホウセイカイ ナカオクリニツ

ク リジチヨウ ナカオエイスケ

イ)ヤナギサワイクジカオカシン

リヨウシヨ ヤナギサワ マモル

イ)ユゲガンカシンリヨウシヨ

イイダイイン イイダ テツオ

イヌイタニ アヤコ

イノウエ シズコ

イバラギ カズヒロ

ウスイ トモヒコ

ウダ ケンジ

ウチダ アキヒコ

オオイシイイン オオイシ ヨシヒ

ロ

オオスギ タカマサ

オオハラ ミチオ

オカダ タテヒコ

オチイイン

カキタナイカイイン カキタ トキオ

カタオカ ノリマサ

カヤワケ セツオ

カワカツ キヨシ

キシモト マキコ

キタオガンカイイン キタオ ジス

ケ ノリコ

キタコウジ ヒロナカ

キムラ トシユキ

キヨウトホケンカイ クゼシンリ

ヨウシヨ

キョウトフホケンイキョウカイ

コンドウ ユキナガ

サイトウ アツオ

ササモトガンカ ササモト ケンジ

サモト シヨウヘイ

シヤ)ソウラクイシカイ

（振込時の名称のまま）
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を
講
師
に
税
務
記
帳
講
習
会
を

開
催
し
た
。

　
ど
ん
な
に
優
秀
な
税
理
士
に

依
頼
し
て
い
て
も
、
適
切
に
記

帳
で
き
て
い
な
け
れ
ば
経
営
状

況
を
正
確
に
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
記
帳
す
る
意
義
に

つ
い
て
解
説
し
、
実
際
の
記
帳

実
務
を
講
習
し
た
。

　
記
帳
す
る
こ
と
は
、
正
し
い

確
定
申
告
を
行
う
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
記

帳
す
る
こ
と
よ
っ
て
日
々
の
経

営
内
容
を
把
握
し
、
所
得
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
で
経
営
判

断
が
可
能
と
な
り
、
事
業
借
入

す
る
際
の
返
済
可
能
額
や
生
活

費
、
い
わ
ゆ
る
可
処
分
所
得
が

導
き
出
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と

が
節
税
や
経
営
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
を
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
金
銭
出
納
帳
の
記
帳

方
法
や
、
銀
行
帳
の
記
帳
方

法
、
経
費
の
仕
分
け
に
つ
い
て

の
考
え
方
、
未
収
金
の
計
上
方

法
、
薬
品
材
料
費
の
計
上
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
し
、
自

院
で
記
帳
す
る
こ
と
が
経
営
判

断
す
る
上
で
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
解
説
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
タ
ク
シ
ー

代
の
経
費
参
入
に
つ
い
て
の
考

え
方
や
専
従
者
給
与
に
つ
い
て

の
考
え
方
な
ど
経
費
に
関
し
て

活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。

　
協
会
は
５
月
　
日
、
協
会
会

１２

議
室
に
お
い
て
山
口
稔
税
理
士

　
親
子
間
で
の
医
院
継
承
や
第

三
者
間
で
の
医
院
継
承
時
の
税

務
関
係
や
行
政
へ
の
手
続
き
は

ど
う
す
る
の
か
等
に
つ
い
て
、

協
会
は
３
月
　
日
に
協
会
会
議

２９

室
で
「
医
院
継
承
講
習
会
」
を

開
催
し
た
。

　
講
師
の
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人

代
表
社
員
・
花
山
和
士
税
理
士

が
、
医
院
継
承
の
考
え
方
、
継

承
時
の
留
意
事
項
、
相
続
税
・

贈
与
税
の
改
正
を
踏
ま
え
た
節

税
対
策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
　
継
承
時
の
留
意
事
項
で
は
個

人
医
院
・
経
過
措
置
型
医
療
法

人
・
基
金
拠
出
型
医
療
法
人
別

に
解
説
し
た
。
個
人
で
は
継
承

時
に
棚
卸
を
実
施
す
る
こ
と
、

医
療
法
人
の
継
承
で
は
出
資
持

ち
分
の
整
理
が
必
要
と
な
る
。

役
員
の
退
職
金
を
活
用
す
る
こ

と
で
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
せ
る
こ

と
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
１
１
年
の
税
制

改
正
大
綱
に
よ
る
と
相
続
税
・

贈
与
税
の
半
世
紀
ぶ
り
の
大
改

正
で
増
税
の
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

高
齢
者
か
ら
若
者
へ
の
生
前
贈

与
を
促
す
た
め
に
優
遇
対
象
が

孫
に
も
拡
大
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
税
改

正
を
受
け
て
ス
ム
ー
ズ
な
医
院

継
承
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

医
院
継
承
講
習
会
開
く

 榎
榎
 継
承
時
の
留
意
事
項
な
ど
を
解
説

税務記帳講習会開く

経営内容の把握は記帳から

　
新
規
開
業
を
考
え
て
お
ら
れ

る
勤
務
医
を
対
象
に
、
協
会
は

５
月
　
日
に
新
規
開
業
予
定
者

28

の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

た
。
共
催
は
有
限
会
社
ア
ミ

ス
。
講
習
会
は
、
①
初
め
が
肝

心
！
　
ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
留
意

点
、
②
先
輩
開
業
医
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
―
の
２
題
で
講
演
。

最
後
に
北
村
理
事
か
ら
、
地
区

医
師
会
入
会
の
留
意
点
、
協
会

共
済
制
度
の
紹
介
や
活
用
方
法

を
説
明
し
た
。
講
習
会
の
概
要

は
以
下
の
通
り
。

経
営
方
針
に
沿
っ
た
雇
用

と
法
律
遵
守
の
管
理
を

　
１
講
目
は
、
㈱
ひ
ろ
せ
総
研

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士
の
河
原
義
徳

氏
は
、
開
業
す
る
上
で
の
重
要

事
項
の
一
つ
「
ス
タ
ッ
フ
の
雇

用
と
管
理
」
に
つ
い
て
、
①
開

業
時
の
採
用
活
動
、
②
特
に

知
っ
て
お
く
べ
き
雇
用
管
理
の

知
書
を
作
成
し
、
労
働
条
件
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
、
労
使
双

方
の
共
通
認
識
が
生
ま
れ
る
。

労
使
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る

見
解
の
相
違
、
考
え
方
の
違
い

は
、
共
通
認
識
が
あ
れ
ば
回
避

で
き
る
。
労
働
条
件
通
知
書
の

雛
型
は
『
医
院
経
営
と
雇
用
管

理
』（
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
発
行
）
が
参
考
と
な
る
。

　
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
と
し

て
、
以
下
の
項
目
に
重
点
を
置

い
た
。
試
用
期
間
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
試
用
期
間
中
と
い
え

ど
も
自
由
な
解
雇
は
で
き
な

基
礎
知
識
―
の
２
点
を
中

心
に
解
説
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
に
あ

た
っ
て
ま
ず
大
切
な
の

は
、「
ど
ん
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
し
た
い
か
（
経
営
方

針
・
理
念
）」
を
明
確
に
し

た
上
で
、
そ
の
方
針
に

沿
っ
た
人
選
を
行
う
こ

と
。
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
で

最
優
先
事
項
は
何
か
、
を

考
え
て
お
く
。
面
接
時

に
、
身
だ
し
な
み
な
ど
の

注
意
を
要
す
る
が
法
律
上

規
制
し
づ
ら
い
事
項
を
伝

え
て
お
く
こ
と
も
必
要
。

雇
用
者
に
は
労
働
条
件
通

い
。
本
採
用
に
不
安
が
残
る
場

合
、
試
用
期
間
を
延
長
し
、
雇

用
者
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上

で
、
改
善
を
求
め
、
機
会
を
与

え
る
こ
と
が
大
切
。
採
用
と

は
、
憲
法
　
条
「
す
べ
て
国
民

25

は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」に
立
脚
し
た
行
為
で
あ
り
、

生
活
の
糧
（
給
与
）
を
奪
う
解

雇
は
簡
単
に
許
さ
れ
な
い
こ
と

を
念
頭
に
入
れ
て
お
く
。

　
有
給
休
暇
は
法
律
上
、
常

勤
・
非
常
勤
の
別
な
く
付
与
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

給
与
と
調
整
の
上
で
付
与
す
る

方
法
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
労
使
関
係
で
も

法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
働
け
る
。

さ
ら
に
安
心
・
安
全
な
医
療
を

患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
病

院
で
行
う
こ
と
と
同
じ
で
、

供
み
ん
な
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
作

る
僑
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
が

重
要
。
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
開
業
当
初
に
比
べ
て
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
の
変
化
を
実
感

し
て
い
る
。

　
勤
務
医
の
方
が
精
神
的
に
は

楽
な
面
も
あ
る
が
、
も
が
き
な

が
ら
前
に
進
む
し
か
な
い
。
悩

ん
だ
時
や
判
断
に
迷
っ
た
時

は
、
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
理
念
に
戻
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　
２
講
目
は
、
か
ね
み
つ
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
金
光
宣
旭

氏
よ
り
、
開
業
時
の
経
験
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
関
係
づ
く
り
、
医

院
経
営
の
工
夫
―
な
ど
、
こ
れ

か
ら
開
業
を
目
指
す
勤
務
医
の

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
開
業
に
は
「
強
い
想
い
」
を

基
盤
に
、
そ
の
上
に
理
念
→
戦

略
→
戦
術
が
必
要
。
強
い
想
い

は「
み
ん
な
の
笑
顔
が
み
た
い
」

と
い
う
こ
と
。「
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め

ざ
す
」
と
い
う
自
院
の
理
念
を

ス
タ
ッ
フ
と
共
有
化
す
る
こ
と

が
大
切
。
戦
略
は
、
笑
顔
を
た

や
さ
な
い
、
向
上
心
を
も
つ
、

ス
タ
ッ
フ
を
大
事
に
す
る
―
な

ど
。
戦
術
に
は
、
Ｐ
（P

lan

 
   ：

計
画
）
Ｄ
（D

o  
 ：
行
動
）
Ｃ

（C
heck

 
    ：
チ
ェ
ッ
ク
）、
Ａ

（A
ction

 
     ：
活
動
）
が
重
要
。

　
医
療
機
関
の
広
告
は
、
看
板

（
駅
・
野
立
て
）、
電
車
内
広
告
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
帳
、
区

役
所
内
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
来
院
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
効
果
的
で
、
看
板
は

開
院
当
初
は
効
果
的
だ
が
、
時

間
経
過
と
と
も
に
効
果
が
薄
れ

る
。
広
告
・
看
板
を
出
す
時
に

は
十
分
に
考
え
、即
決
し
な
い
。

今
後
は
患
者
数
の
少
な
い
地
域

を
調
査
し
、
重
点
的
に
広
告
す

る
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
院
内
で
は
内
視
鏡
ア
ン
ケ
ー

ト
、
患
者
満
足
度
調
査
を
実
施

し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
役
立
て

て
い
る
。
内
視
鏡
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
鼻
の
麻
酔
が
痛
い
と
い
う

意
見
も
多
く
、
経
鼻
に
こ
だ
わ

る
必
要
が
な
い
こ
と
も
分
か
っ

た
。
今
後
は
職
員
満
足
度
調
査

を
予
定
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
開
業
当
初
、
看

護
師
、
事
務
員
す
べ
て
非
常
勤

と
し
て
い
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
考
慮

し
、
現
在
は
常
勤
者
を
３
人
に

し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
管
理
は

大
変
難
し
い
と
実
感
。
就
業
規

則
や
賃
金
規
定
の
作
成
を
は
じ

め
、
情
報
共
有
化
の
た
め
に
毎

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
会
議
の

開
催
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
失
敗
を
責
め

ず
シ
ス
テ
ム
改
善
を
検
討
、
定

期
的
な
個
別
面
談
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
や
は
り
重
要
な
の

は
、
理
念
を
共
有
化
し
、
そ
ぐ

わ
な
い
こ
と
は
し
な
い
、
に
尽

き
る
。

　
失
敗
し
た
時
に
は
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
再
発
予
防

に
努
め
て
い
る
。
保
険
医
協
会

主
催
の
医
療
安
全
講
習
会
や
マ

ナ
ー
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
た

り
、
各
種
勉
強
会
を
院
内
で
開

く
な
ど
、
院
長
自
ら
率
先
し
て

行
っ
て
い
る
。
講
習
会
な
ど
は

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
行
い
院
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

開業を考える医師に実践的アドバイス

新規開業予定者のための講習会開く

新
規
開
業
予
定
者
に
講
習

金光 宣旭 氏

開
業
理
念
も
と
に供
み
ん
な
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
作
る
僑

 榎
榎
榎
榎
榎
 
金
光
宣
旭
氏
よ
り
先
輩
ア
ド
バ
イ
ス

【主　催】 全国保険医団体連合会
【日　時】 ８月２０日（土）１８：３０～２１：００　２１日（日）１０：００～１５：００
【会　場】 大阪・なんば　大阪保険医協同組合M&Dホール 他
 （大阪市浪速区幸町１ 崖 ２ 崖 ３４）
 地下鉄御堂筋線なんば駅より１０分、四つ橋線なんば駅より５分
【参加費】 両日参加（１人８,０００円）、１日のみ参加（１人 ４,０００円）
 ※同一法人２人目以降は、両日参加 ６,０００円、１日参加 ３,０００円
８月２０日（土）１８：３０～２１：００（全体会議）（大阪保険医協同組合M&Dホール）
○基調提案　安藤元博　保団連病院有床診対策部長
　※２０１２年診療報酬改定など、入院医療をめぐる動きと保団連の取り組み
○記念講演　「２次医療圏をもとに医療提供体制を考える」
　　　　　　講師　国際医療福祉大学 医療福祉・マネジメント学科　高橋　泰 教授
※『社会保険旬報』連載「２次医療圏をもとに日本の医療提供体制を考える」を踏
まえ、将来の医療提供体制についての分析と今後のあり方について講演

８月２１日（日）１０：００～１２：００（全体会議）（大阪保険医協同組合M&Dホール）
○講　　演　「東日本大震災を踏まえ、全国の病院・有床診が取り組むべき今後の課題」
　　　　　　講師　保団連 地域医療対策部会 医科部長　中島 幸裕 氏
※東日本大震災による医療提供体制の復旧・復興の現状と、震災時に病院・有床診
療所がどのような対応をすべきか、今後の課題が明らかに

８月２１日（日）１３：００～１５：００（分科会）
○病院分科会（大阪保険医協同組合M&Dホール）
　学習会「病院の適時調査の対応のポイント」
　　　　 講師　保団連 病院対策事務局小委員　花山　弘 氏、大谷　学 氏
　※病院で増加している適時調査の実態と対応方法を解説
○有床診分科会（大阪府保険医協会５階会議室）
　交流・協議「有床診療所の未来を切り開こう」
※有床診療所における医療上の努力（特徴）や経営上の工夫と現状、厚生労働省へ
の要求等を３人の演者から報告。厳しい情勢を切り開いていくための討論と活動
交流

　＊申込・お問い合わせは、京都府保険医協会（緯０７５ 崖 ２１２ 崖 ８８７７、fax ０７５ 崖 ２１２ 崖 ０７０７）
　　ご連絡いただければ、詳しい案内、申込用紙をお送りします。（申込締切：８月１日）

保団連 病院・有床診療所セミナーのご案内

【主　務】熊本県保険医協会　　【主　催】全国保険医団体連合会
【日　時】 ９月１７日（土）１８：００～２１：２０
 ９月１８日（日）９：００～１５：３０
【会　場】 熊本全日空ホテル ニュースカイ
 （熊本市東阿弥陀寺町２　緯０９６ 崖 ３５４ 崖 ２１１１）
【主な内容】
＜１７日＞　記念講演（１８：１０～）
  「広がる貧困と医療に求められること
  　　　　　 ―医療への期待と医師の自律」
  　弁護士・反貧困ネットワーク代表　宇都宮 健児 氏
＜１８日＞　分科会（９：００～１２：００）
  ポスターセッション（９：００～１５：００）
　　　　　１３：００～１５：３０
  市民公開シンポジウムⅠ「医療連携の光と影」
  市民公開シンポジウムⅡ「子どもの虐待」
  医療安全シンポジウム
  「診療所におけるヒヤリ・ハットと効果的な取り組みを考える」
【参加費等】
　○医師 ８,０００円　○コ・メディカル ５００円
　◎レセプション（１７日）１０,０００円　◎昼食代（１８日）２,０００円
【参加申込】
　申込、お問い合わせは京都府保険医協会まで。申込締切は８月１２日。

第２６回 保団連医療研究集会

医
療
再
生

メ
イ
ン

テ
ー
マ

参加者募集

会
員
ご
本
人
に
限
り

参
加
費
を
半
額
協
会
負
担
鎧
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こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
、

そ
の
よ
う
な
薬
を
飲
む
ん
じ
ゃ

な
か
っ
た
と
か
、
そ
ん
な
治
療

は
受
け
な
か
っ
た
な
ど
と
い
っ

た
ク
レ
ー
ム
も
、
我
々
が
患
者

さ
ん
か
ら
し
ば
し
ば
聞
か
さ
れ

る
言
葉
で
す
。
こ
れ
ら
も
医
療

行
為
の
結
果
が
悪
か
っ
た
故
の

発
言
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
れ
を
受
け
る
医
療
機
関

側
は
、
道
義
的
責
任
を
感
じ
る

こ
と
は
別
と
し
て
、
予
想
外
の

結
果
が
出
た
と
い
う
こ
と
の
み

で
、
理
性
的
判
断
を
誤
ら
な
い

り
良
い
医
療
行
為
の
選
択
肢
は

な
か
っ
た
か
な
ど
、
自
分
の

行
っ
た
医
療
行
為
の
「
適
応
」

の
有
無
を
ご
確
認
下
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
、
医
師
の
裁
量
の
部
分

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、
他
に
よ

る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
が
、

そ
の
時
点
で
（
最
も
）
有
効
で

あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
選
択
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
上
記
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
の
ク
レ
ー
ム
に
対

応
で
き
る
筈
で
す
。

す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
文
献
的

に
も
証
明
で
き
れ
ば
、
患
者
さ

ん
側
に
対
し
て
も
説
得
力
が
増

し
て
有
効
で
し
ょ
う
。
万
一
、

他
に
有
効
な
医
療
行
為
の
選
択

肢
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
医
療

機
関
側
に
賠
償
責
任
が
発
生
す

と
し
て
前
提
に
あ
る
訳
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
を
前
提
に
し
て

話
を
進
め
て
も
、
問
題
は
解
決

し
難
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
経

過
の
把
握
こ
そ
が
、
医
療
に
は

不
可
抗
力
や
予
見
不
可
能
性
が

　
つ
ま
り
、
現
在
の
状
況
に
ク

レ
ー
ム
を
付
け
て
い
る
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
医
療
機
関
側
は

過
去
に
遡
っ
て
「
経
過
」
を
説

明
す
る
訳
で
す
。
結
果
が
悪

か
っ
た
こ
と
は
患
者
さ
ん
に
も

医
療
機
関
側
に
も
当
然
の
事
実

横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

の
対
処
方
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
患
者
さ
ん
が
現
時
点

で
辛
く
困
っ
た
状
況
に
あ
る
こ

と
は
、
間
違
い
な
い
訳
で
す
か

ら
、
言
い
訳
が
ま
し
く
と
ら
れ

な
い
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
。

以
前
に
も
お
話
し
し
た
通
り
、

現
在
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
伺

い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
後
の

治
療
を
続
行
し
な
が
ら
、
並
行

し
て
患
者
さ
ん
本
人
や
家
族
の

方
に
説
明
を
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
回
は
第
３
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
で
あ
る
「
手
技
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　
入
院
中
患
者
の
受
診
と
診
療

情
報
提
供
料

　
Ｑ
、
入
院
中
の
患
者
が
、
専

門
外
と
の
理
由
で
、
当
院
を
受

診
し
ま
し
た
。
診
療
後
、
入
院

元
医
療
機
関
の
主
治
医
宛
に
診

療
情
報
提
供
書
を
交
付
し
ま
し

た
が
、
こ
の
際
、
診
療
情
報
提

供
料
Ⅰ
は
算
定
可
能
で
す
か
。

　
Ａ
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
の
病
棟
に

入
院
し
て
い
る
患
者
以
外
の
場

合
で
あ
れ
ば
、算
定
可
能
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
他
医
療
機
関
受

診
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
入
院

側
が
外
来
受
診
先
に
診
療
情
報

提
供
書
を
交
付
す
る
場
合
に

は
、
診
療
情
報
提
供
料
Ⅰ
が
算

定
で
き
な
い
よ
う
に
、
通
常
、

入
院
中
の
患
者
に
対
し
て
は
、

診
療
情
報
提
供
料
Ⅰ
の
算
定
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

例
外
と
言
え
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
気
配
？
 
チ
ェ
ッ
ク
②
「
適
応
」

震
災
受
け
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
意
見
交
換

舞
鶴
医
師
会
と
懇
談

４
月
　
日
　
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

２３

　
人
が
出
席
し
て
開

１７か
れ
た
舞
鶴
医
師
会

と
の
懇
談
会

　
協
会
は
舞
鶴
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
４
月
　
日
舞
鶴
メ
デ
ィ

２３

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
地
区

か
ら
　
人
、
協
会
か
ら
５
人
が

１２

出
席
。
澤
田
信
庶
務
担
当
理
事

の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

　
冒
頭
、荒
木
義
正
会
長
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
と
い
う
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

災
害
に
よ
り
、
今
後
、
医
療
を

は
じ
め
社
会
保
障
全
体
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
。
原
子
力
発
電

所
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
舞
鶴

市
は
、
高
浜
原
発
の
　
㎞
圏
内

２０

に
位
置
し
て
お
り
、
福
島
県
で

起
き
た
こ
と
は
決
し
て
他
人
事

で
は
な
い
。
も
し
、
高
浜
原
発

に
何
か
起
こ
れ
ば
、
地
域
医
療

を
担
う
開
業
医
に
と
っ
て
も
、

相
当
な
覚
悟
を
持
っ
て
対
応
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
、
以
前
か
ら

の
課
題
で
あ
る
、
舞
鶴
市
に
お

け
る
公
的
４
病
院
の
慢
性
的
な

医
師
不
足
に
つ
い
て
も
、
こ
の

２
月
に
誕
生
し
た
新
市
長
と
と

も
に
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

関
理
事
長
の
挨
拶
、
協
会
か
ら

の
情
報
提
供
の
後
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
地
区
か
ら
、
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
に
つ
い
て
、
大
田

弘
子
氏
（
政
策
研
究
大
学
院
教

授
・
元
経
済
財
政
諮
問
会
議
メ

ン
バ
ー
）
は
開
業
自
由
を
制
約

し
な
が
ら
「
地
域
ご
と
に
医
療

供
給
計
画
を
明
示
し
た
制
度
改

革
」「
混
合
診
療
の
解
禁（
一
定

の
質
以
上
の
医
療
機
関
に
お
け

る
保
険
外
併
用
療
養
費
の
自
由

化
）」
な
ど
を
主
張
し
て
い
る

が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
誰
が

ど
う
い
う
基
準
で
決

め
て
い
く
の
か
明
確

に
さ
れ
て
い
な
い
。

医
師
の
中
に
階
級
制

が
設
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
危
惧
し
て

い
る
。
自
由
開
業
医

制
を
維
持
し
、
混
合

診
療
の
本
格
解
禁
は

絶
対
に
阻
止
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、
介
護

保
険
法
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

も
、
介
護
福
祉
士
等
に
よ
る
診

療
の
補
助
行
為
は
、
本
来
看
護

師
の
人
手
不
足
が
起
因
し
て
お

り
、
看
護
師
を
増
や
す
と
医
療

費
増
に
つ
な
が
る
の
で
、
単
純

に
介
護
福
祉
士
で
補
お
う
と
し

て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い

の
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
　
協
会
か
ら
は
、
以
前
か
ら
協

会
の
立
場
は
変
わ
ら
ず
、
一
貫

し
て
混
合
診
療
の
解
禁
な
ど
に

は
反
対
し
て
い
る
。
議
員
、
厚

労
省
な
ど
と
も
こ
う
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
を

重
ね
て
き
た
。
ま
た
、
介
護
福

祉
士
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ

の
ま
ま
で
は
介
護
保
険
法
の
改

定
内
容
を
議
論
す
る
こ
と
な
く

成
立
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。
震
災
で
大
変
な
時
期
に
、

マ
ス
コ
ミ
等
が
こ
う
い
っ
た
問

題
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
か
は

疑
問
で
は
あ
る
が
、
そ
う
い
っ

た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
協
会
を

は
じ
め
各
医
療
団
体
が
し
っ
か

り
と
声
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
無
床
診
療
所

に
お
け
る
医
療
安
全
対
策
の
整

備
の
是
非
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
の
予
防
接
種
や

健
診
の
取
扱
い
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
。

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

　
協
会
は
４
月
　
日
、
京
都
府

２３

理
学
療
法
士
会
、
京
都
府
作
業

療
法
士
会
、
京
都
府
言
語
聴
覚

士
会
（
以
下
「
三
士
会
」）
と
の

共
催
で
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
基
準

に
係
る
適
時
調
査
の
学
習
会
を

開
催
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
学
習
会
を

三
士
会
と
共
催
し
た
の
は
初
め

て
。
出
席
は
予
定
定
員
を
上
回

り
１
０
０
人
。
府
北
部
地
域
か

ら
も
多
く
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　
学
習
会
の
講
師
を
協
会
の
事

務
局
が
担
当
。
最
初
に
、
リ
ハ

ビ
リ
を
含
む
届
出
を
し
て
算
定

す
る
診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
届

出
の
手
順
な
ど
を
解
説
し
た
。

適
時
調
査
が
、
当
該
届
出
内
容

に
相
違
が
な
い
か
、
施
設
基
準

が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
調
査
で
あ
る
と
説
明
。
行
政

に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
立
ち
入

り
を
総
称
し
て
、
俗
に
「
監
査
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

法
的
な
位
置
付
け
で
は
、
適
時

調
査
は
「
監
査
」
で
は
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
。

　
京
都
府
で
は
、
適
時
調
査
は

病
院
を
対
象
に
行
わ
れ
、
お
よ

そ
３
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
触

れ
、
調
査
３
週
間
前
に
実
施
通

知
書
類
が
届
く
こ
と
、
１
週
間

前
ま
で
に
提
出
が
必
要
な
書
類

が
あ
る
こ
と
、
調
査
当
日
の
行

政
側
と
医
療
機
関
側
と
の
や
り

取
り
の
流
れ
、
当
日
の
講
評
と

後
日
の
結
果
通
知
と
そ
れ
に
対

す
る
対
応
な
ど
、
適
時
調
査
が

実
際
に
行
わ
れ
る
手
順
を
紹
介

し
た
。

　
調
査
実
施
通
知
と
と
も
に
送

ら
れ
て
く
る「
調
査
必
要
書
類
」

が
、
つ
ま
り
日
常
か
ら
「
整
備
」

す
べ
き
書
類
で
あ
る
こ
と
、
ま

な
不
備
か
ら
こ
れ
ら
の
指
摘
を

招
い
た
の
か
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
っ
た
。
指
摘
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
自
主
返
還
を
求

め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
解
説

し
、
注
意
を
促
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、　
件
近
い

２０

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
い
か
に
疑

問
を
持
ち
な
が
ら
日
常
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
を
伺
い
知

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
基
準

に
係
る
適
時
調
査
学
習
会
が
大

変
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
団
体
で
は
、
次
回
や
府
北
部

で
の
開
催
も
積
極
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
問
題

環
境
問
題

環
境
問
題
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３
月
　
日
以
降
、
地
震
・
津

１１

波
、
原
発
事
故
の
報
道
を
読

み
、
聞
く
と
暗
澹
た
る
気
分
に

な
る
が
、
こ
こ
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
話
題
に
将
来
へ
の
展
望

を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
に
は
２
つ
の
区
分
が
あ
り
、

そ
れ
は
①
物
質
起
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
②
光
起
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
①
物
質
起
源
は
ス
ッ

ト
ッ
ク
（
貯
蔵
）
が
本
質
で
あ

り
、
使
っ
て
し
ま
え
ば
お
終

い
。
い
わ
ゆ
る
枯
渇
性
エ
ネ
ル

に
な
る
（
熱
汚
染
と
物
質
汚

染
）。
そ
し
て
前
者
（
熱
）
は
原

理
的
に
は
赤
外
線
と
し
て
宇
宙

空
間
へ
拡
散
さ
せ
ら
れ
る
が
、

後
者
（
物
質
）
は
地
球
上
に
止

ま
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
て
、

そ
の
汚
染
を
元
に
戻
す
の
は
後

ギ
ー
で
、
化
石
燃
料
（
石
油
、

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
）
と
核

燃
料（
ウ
ラ
ン
）。
そ
し
て
こ
れ

に
属
す
る
も
の
は
そ
の
使
用
に

よ
り
後
に
廃
熱
と
廃
物
が
生

じ
、
様
々
な
環
境
問
題
の
原
因

者
が
格
段
に
困
難
で
あ
る
。
②

光
起
源
（
太
陽
光
起
源
）
は
フ

ロ
ー
（
流
れ
）
で
あ
り
（
太
陽

が
燃
え
尽
き
る
ま
で
）
持
続
的

に
利
用
で
き
る
。
そ
し
て
使
用

に
よ
っ
て
廃
物
は
残
ら
な
い

水
力
（
太
陽
に
よ
っ
て
地
上
の

水
は
蒸
発
、
雨
と
な
っ
て
高
い

と
こ
ろ
に
降
り
注
ぐ
と
位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
る
）、
風

力
（
太
陽
光
を
中
心
に
し
た
地

域
的
な
温
度
差
に
よ
っ
て
生
じ

（
廃
熱
は
生
じ
る
）。
い
わ
ゆ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

（
再
生
可
能
は
時
に
誤
解
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
一
度
使
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
何
ら
か
の
手
段
を

講
じ
て
も
と
へ
戻
し
て
も
う
一

度
利
用
す
る
と
い
う
意
味
で
は

る
）、
バ
イ
オ
マ
ス
（
植
物
光
合

成
起
源
）、
そ
の
ほ
か
波
力
、
海

洋
温
度
差
利
用
な
ど
。（
こ
れ

ら
に
属
さ
な
い
も
の
と
し
て
、

潮
汐
、
地
熱
な
ど
）。
そ
し
て

こ
れ
ら
は
①
熱
源
、
②
（
動
力

用
）
燃
料
、
③
発
電
と
し
て
、

①
産
業
部
門
、
②
業
務
部
門

（
オ
フ
ィ
ス
、
ビ
ル
、
自
営
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
学
校
、
病
院
な

ど
）、
③
家
庭
部
門
、
④
運
輸
部

門
、
そ
の
他
で
使
わ
れ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
選
択
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
削
減
・
効

率
化
な
ど
に
つ
い
て
は
次
回

に
。

 （
環
境
対
策
担
当
理
事
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エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
 ①①①①①①①①①①①①①①①①①

な
い
。
使
っ
て

し
ま
っ
て
も
太

陽
光
は
降
り
注

ぎ
続
け
る
）。太

陽
光
（
発
電
）、

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

１
０
０
人
が
参
加
し
た
適
時
調
査
学
習
会

リ
ハ
ビ
リ
の
施
設
基
準
適
時
調
査
で
学
習
会

三
療
法
士
会
と
共
催
で
　
人
が
出
席

１００

た
、
過
去
の
適
時
調
査

で
、
改
善
を
指
示
さ
れ

て
い
る
事
項
こ
そ
が
、

不
備
に
な
り
や
す
い
事

項
で
あ
る
―
と
説
明
し

た
。
そ
の
上
で
、
専
用

施
設
、
従
事
者
、
リ
ハ

ビ
リ
指
示
せ
ん
、
リ
ハ

ビ
リ
計
画
書
、
訓
練
記

録
、
業
務
基
準
、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
及
び
レ
セ

プ
ト
請
求
な
ど
に
関
す

る
過
去
の
適
時
調
査
で

文
書
指
摘
さ
れ
た
事
項

を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う

ビ
キ
ニ
事
件
の
真
実
と

福
島
原
発
被
災
の
い
ま

ル
さ
れ
る
福
島
原
発
被
災
」
高

橋
博
子
氏
（
広
島
市
立
大
学
広

島
平
和
研
究
所
講
師
）

　
報
告
３
　「
ビ
キ
ニ
事
件
の

放
射
能
汚
染
・
晩
発
性
障
害
と

福
島
原
発
被
災
」
山
下
正
寿
氏

（
高
知
県
太
平
洋
核
実
験
被
災

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

　
報
告
４
　「
内
部
被
曝
隠
し

と
安
全
神
話
―
被
爆
者
切
り
捨

て
を
再
現
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
矢
ヶ
崎
克
馬
氏
（
琉
球
大

学
名
誉
教
授
）

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
斉
藤
忠

臣
氏
（
前
広
島
平
和
文
化
セ
ン

タ
ー
理
事
長
）

　
資
料
代
　
５
０
０
円

　
共
　
催
　
高
知
県
太
平
洋
核

実
験
被
災
支
援
セ
ン
タ
ー
、
核

戦
争
防
止
・
核
兵
器
廃
絶
を
訴

え
る
京
都
医
師
の
会
等
　
団
体

１４

　
連
絡
先
　
核
戦
争
防
止
・
核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
京
都
医
師

の
会
（
事
務
局
：
京
都
府
保
険

医
協
会
）

テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル
（
京
都
駅
南

「
ア
バ
ン
テ
ィ
」
９
階
）

　
報
告
１
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
「
ビ

キ
ニ
事
件
か
ら
見
た
福
島
原
発

被
災
」
伊
東
英
朗
氏
（
南
海
放

送
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
報
告
２
　「
封
印
さ
れ
た
ビ

キ
ニ
事
件
と
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

　
日
　
時
　
７
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
～
５
時

　
場
　
所
　
龍
谷
大
学
ア
バ
ン
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被
ば
く
者
は
年
々
減
少
し
、
被

ば
く
体
験
の
継
承
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
の

悲
惨
な
原
爆
被
害
が
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
た
め
で
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
内

部
被
曝
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
損
傷

は
、
後
世
に
重
大
な
障
碍
を
引
き

起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
懸
念
を
否

定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
課
題
を
果
た
す
上
で
は
、

原
爆
展
示
が
最
も
有
効
な
方
法
で

あ
る
。

占
領
下
・
朝
鮮
戦
争
下
に
 

敢
行
さ
れ
た「
綜
合
原
爆
展
」

　
１
９
５
１
年
７
月
、
京
都
駅
前

の
丸
物
百
貨
店
注
）
で
　
日
間
に
及

１０

ぶ
原
爆
展
示
が
行
わ
れ
た
。
主
催

は
京
大
同
学
会
（
全
学
自
治

会
）
で
入
場
者
は
３
万
人
を

超
え
た
。
各
学
部
の
学
生
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
て
シ
ナ
リ
オ
を
作

り
、
専
門
の
大
工
さ
ん
の
手

を
借
り
て
工
学
部
の
学
生
た

ち
が
１
９
０
枚
の
大
き
な
パ

ネ
ル
を
作
り
上
げ
た
。
時
に

は
徹
夜
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
丸
木
位
里
・
赤

松
俊
子
夫
妻
の
「
原
爆
の
図

五
部
作
」
も
同
時
に
展
示
さ

れ
、
視
覚
的
に
も
惨
状
を
訴

え
た
。
こ
の
よ
う
に
百
貨
店

と
い
う
公
共
の
場
所
で
市
民
を
対

象
と
し
、
し
か
も
原
爆
被
害
を
多

方
面
か
ら
総
合
的
に
示
し
た
展
示

は
わ
が
国
で
、
つ
ま
り
世
界
で
初

め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
は
未
だ
連
合
軍
の
占
領

下
、
し
か
も
前
年
に
は
悲
惨
で
苛

烈
な
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
い

う
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

「
綜
合
原
爆
展
」
の
経
緯

　
戦
後
僅
か
５
年
に
し
て
強
行
さ

れ
た
再
軍
備
は
国
民
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
て
い
た
が
、
１
９
５
０

年
　
月
　
日
、
米
大
統
領
ト
ル
ー

１１

３０

マ
ン
は
「
朝
鮮
戦
線
で
原
爆
使
用

も
あ
り
う
る
」
と
発
表
し
、
世
界

を
震
憾
さ
せ
た
。
事
態
を
重
視
し

７
月
の
相
談

７
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
７
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１３

　
担
当
＝
竹
内
建
築
士

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

京
）
６
月
６
日
ご
逝
去
。

　
岡
本
裕
光
氏
（
享
年
　
、
山

７５

科
）
６
月
　
日
ご
逝
去
。

１１

　
尾
張
義
樹
氏
（
享
年
　
、
福

８３

知
山
）
６
月
　
日
ご
逝
去
。

１４

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

１２日（火）
労災

１０日（日）９日（土）８日（金）基金
国保

◎◎○○

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

7月のレセプト受取・締切

　
当
日
は
レ
ク
チ
ャ
ー
と
症
例

検
討
２
題
が
催
さ
れ
た
。
レ
ク

チ
ャ
ー
で
は
、
京
都
医
療
セ
ン

タ
ー
外
科
医
長
の
山
口
高
史
氏

が
「
消
化
器
疾
患
の
初
期
診
断

と
治
療
、
開
業
医
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
？
」と
題
し
て
講
演
。

消
化
器
疾
患
の
初
期
診
断
の
困

難
さ
と
患
者
側
が
完
璧
を
要
求

す
る
こ
と
、
モ
ン
ス
タ
ー
患
者

の
問
題
、
裁
判
所
の
姿
勢
等
の

状
況
を
豊
富
な
実
例
を
挙
げ
て

分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

引
き
続
い
て
、
協
会
医
療
安
全

対
策
部
会
理
事
の
林
一
資
氏
が

「
大
腸
内
視
鏡
偶
発
症
に
お
け

る
医
事
紛
争
の
対
応
」
に
つ
い

て
講
演
。
大
腸
内
視
鏡
分
野
に

対
し
て
も
産
科
と
同
様
に
無
過

失
補
償
制
度
の
導
入
の
必
要
性

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ

た
。
　
症
例
は
２
題
と
も
に
病
歴
、

血
液
検
査
等
、
内
視
鏡
（
動
画
、

必
要
に
応
じ
て
静
画
）
の
順
に

各
段
階
で
、
途
中
で
区
切
っ

て
、
こ
こ
ま
で
で
は
ど
う
考
え

る
か
等
を
詳
細
に
対
話
討
論
し

つ
つ
診
断
の
範
囲
を
狭
め
て
い

き
、
最
後
に
病
理
診
断
が
示
さ

れ
た
。
１
題
目
は
潰
瘍
性
大
腸

炎
に
大
腸
癌
が
合
併
し
た
症
例

で
あ
っ
た
が
、
内
視
鏡
的
に
は

特
徴
的
所
見
は
認
め
難
く
な
か

な
か
難
し
い
症
例
で
あ
っ
た
。

治
療
は
大
腸
全
摘
だ
が
、
多
く

は
患
者
側
か
ら
拒
否
さ
れ
、
原

則
全
摘
を
十
分
説
明
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
部
分
切
除
に
至
っ

た
経
緯
を
カ
ル
テ
に
記
す
必
要

性
な
ど
、
後
半
の
レ
ク
チ
ャ
ー

に
も
関
連
す
る
が
、
対
応
の
困

難
さ
に
も
話
題
が
及
ん
だ
。

　
２
題
目
と
し
て
、
幼

時
に
腸
重
積
の
た
め
横

行
結
腸
回
腸
吻
合
術
を

受
け
た
症
例
で
吻
合
部

よ
り
遠
位
の
回
腸
部
に

生
じ
た
病
変
が
検
討
さ

れ
た
。
こ
れ
も
１
題
目

と
同
様
難
し
い
症
例
で

あ
っ
た
。
病
理
診
断
は

「
大
腸
非
特
異
的
炎
症
」

で
あ
っ
た
。
病
理
出
し

に
際
し
て
採
取
部
位
ま

で
図
示
し
、
小
腸
で
あ
る
旨
重

ね
て
強
調
し
て
お
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
病
理
医
が
「
大
腸
」

と
診
断
し
た
根
拠
は
ゴ
ブ
レ
ッ

ト
細
胞
を
多
数
認
め
た
こ
と
に

あ
っ
た
。
確
か
に
学
生
時
代
に

病
理
教
授
が
「
他
の
臓
器
が
ど

ん
な
に
化
生
し
よ
う
と
も
ゴ
ブ

レ
ッ
ト
細
胞
が
出
現
す
る
こ
と

は
な
い
。
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
細
胞
が

１
つ
で
も
確
認
で
き
れ
ば
誰
が

何
と
言
お
う
が
大
腸
で
あ
る
」

と
断
言
し
て
い
た
。
吻
合
部
よ

り
遠
位
の
小
腸
部
の
内
容
は
大

腸
と
同
様
で
、
さ
ら
に
そ
の
状

態
の
分
化
が
確
立
し
て
い
な
い

と
推
察
さ
れ
る
幼
時
か
ら
数
十

年
間
連
続
し
て
い
た
た
め
と
思

慮
し
た
次
第
で
す
が
、
誠
に
稀

有
な
症
例
で
あ
っ
た
と
思
う
。

単
に
診
療
内
容
向
上
に
大
層
役

立
つ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
患

者
対
応
力
の
向
上
に
も
繋
が
る

有
意
義
な
一
日
だ
っ
た
。 

 
（
宇
治
久
世
・
八
木
 晴
夫
）

　
消
化
器
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
消
化
器
医
会
、
エ
ー

ザ
イ
株
式
会
社
、
京
都
府
保
険
医
協
会
の
共
催
で
４
月
２

日
開
催
、　
人
が
参
加
し
た
。

６４

消
化
器
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

消消消消消消消消消消消消消消
化化化化化化化化化化化化化化
器器器器器器器器器器器器器器
疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾疾
患患患患患患患患患患患患患患
のののののののののののののの
初初初初初初初初初初初初初初
期期期期期期期期期期期期期期
診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断
とととととととととととととと
治治治治治治治治治治治治治治
療療療療療療療療療療療療療療
でででででででででででででで
講講講講講講講講講講講講講講

消
化
器
疾
患
の
初
期
診
断
と
治
療
で
講
演演演演演演演演演演演演演演演

　
人
が
参
加
し
た
消
化

６４器
診
療
内
容
向
上
会

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
７
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

２１

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
７
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

２１

　
担
当
＝
江
頭
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
７
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

２１

　
担
当
＝
河
原
社
労
士

◆
経
　
営

　
７
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２７

　
担
当
＝
外
村
公
認
会
計
士

 訃
　
報
 

　
前
川
春
郎
氏
（
享
年
　
、
左

８７

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

　協会の制度融資（開業医・病院・勤務医融資）新規借入の利率に
ついては、毎年６月１日、１２月１日に見直しを行っています。２０１１
年６月～１１月委員会決定分の利率は下表の通りとなりました。融資
のご利用に関しては、協会経営部会までお気軽にご相談下さい。

京都府保険医協会融資斡旋利率表
２０１１年６月～１１月委員会決定分 

利　率
（年％）

返済期間
（カ年）

限度額
（万円）

制　度　名種　別

０.７５２０１３,０００設 備 資 金
開
 業
 医
 融
 資

０.６５５１,０００長 期 運 転 資 金

０.６０３１,０００中 期 運 転 資 金

０.６０１１,０００短 期 運 転 資 金

０.８５１０３,０００子 弟 教 育 資 金

１.２５２０５０,０００病 院 設 備 資 金病 院
融 資 １.０５３３,０００病 院 運 転 資 金

０.９５２０６,０００新 規 開 業 資 金勤
 務
 医
 融
 資

１.０５２０２,０００勤 務 医 設 備 資 金

０.８５１０２,０００勤務医子弟教育資金

０.６０３５００勤務医生活安定資金

た
京
大
学
生
は
、
翌
年
の
学
内
文

化
祭
で
医
・
理
両
学
部
自
治
会
が

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
原
爆
展
示
を
行

い
、
同
学
会
は
天
野
重
安
（
医
）・

木
村
毅
一
（
理
）
両
助
教
授
に
よ

る
原
爆
講
演
会
を
開
催
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
催
し
は
学
内
外
の
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
こ
で
広
く

京
都
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

し
て
行
わ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
綜

合
原
爆
展
」
で
あ
る
。
京
大
当
局

は
関
知
し
な
い
と
の
態
度
で
あ
っ

た
が
、
多
く
の
教
官
が
協
力
し

た
。
丸
物
百
貨
店
が
会
場
を
貸
す

こ
と
を
一
度
断
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
の
交
渉
に
は
学
生

課
長
も
参
加
し
て
い
る
。
同
学
会

主
催
で
は
あ
っ
た
が
、
開
催
へ
の

全
学
的
な
賛
意
に
支
え
ら
れ
た
と

言
っ
て
よ
い
。
そ
ん
な
時
代
で

あ
っ
た
。

　
注
）
丸
物
百
貨
店
＝
京
都
タ
ワ
ー
北

側
。　
年
京
都
近
鉄
百
貨
店
と
な
り
、

７７

現
在
同
地
は
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
。

（
上
）パ
ネ
ル
作
成
中
の
工
学
部
学
生
、

（
下
）綜
合
原
爆
展
の
展
示
に
見
入
る
参
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　敗戦直後の１９５１年、世界で初めての総合的な原爆展
が京都で行われた。今、東日本大震災による核の被害が
大きな問題となっている現在、この展示を紹介したい。
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